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                   チェルノブイリ原発事故の前日に生まれた 

徳光海歌。 
海歌が１０歳の時、２歳年上の自慢の兄が事 
故で死んだ。息子の死を背負って生きる父、 
父を責める母。 
父は、その穴を埋めるようにチェルノブイリ 
の原発事故で被ばくした少年、セリョージャ 

                  を預かった。 
                   家族の絆を考えさせられる、切なくて感動 

する物語です。 
 
 
 
 
 
 
                
 
 
 
 
                
 

 著者「雨宮処凛」さんが、「元・原発労働者」や 
「開沼博」「小熊英二」「西尾漠」「なかのまきこ」 
「鎌仲ひとみ」ら専門家を訪ね、原発について 
素朴な疑問をぶつけ、分かりやすくまとめて 
います。 


